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2本日ご議論いただきたい内容

◼ 第24回本小委員会（2021年6月23日開催）において、一次の広域調達の方向性については、一次がエリア内
にない状態において連系線ルート断が生じた際の供給支障の有無を周波数シミュレーション等により確認したうえで、
広域調達の可否を判断すると整理していたところ。

◼ 今回、一次偏在時の周波数シミュレーションの結果を踏まえた一次の広域調達について整理したことから、その内容
についてご議論いただきたい。

出所）第24回需給調整市場検討小委員会（2021年6月23日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_24_haifu.html

交流1ルート連系エリアにおける広域調達可否を検討

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_24_haifu.html
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5一次の広域調達に関するこれまでの整理について（１／２）

◼ 一次は、時々刻々と変動する周波数偏差を自端で検知し応動することから、同一周波数系統内で、かつ交流連系
されている範囲内であれば、現在の運用においても広域運用が行われている（実現できている）と言え、そのため、
一次の広域調達可能範囲はこの広域運用範囲となる。

◼ 一方、一次を広域調達とした場合、現状と比べ、一次の確保量がエリア間でばらつきが生じる可能性があり、周波数
調整に影響を与えうることから、第24回本小委員会において、交流連系されている場合（ケース１・２）と交流連
系が分断される場合（ケース３）において、周波数調整に与える影響の検討を行った。

◼ 交流連系されている場合（ケース１・２）においては、一次は周波数偏差を自端で検知し応動するため、一次の
調達量にエリア間でばらつきが生じても日々の需給運用は対応可能と整理した。

◼ 他方で、交流連系が分断される場合（ケース３）においては、一次の調達量の多寡が分断エリアの周波数維持に
影響を与えうるため、連系線潮流の向きに着目して、さらなる検討を行った。

出所）第24回需給調整市場検討小委員会（2021年6月23日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_24_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_24_haifu.html


6一次の広域調達に関するこれまでの整理について（２／２）

◼ 連系線潮流が流出するエリアでは、連系線が分断されることで、エリア内で供給過多となり、周波数が上昇するため、
それを定常状態に戻す際に、エリア内の調整機能を有する電源の出力を抑制することで上げ余力が生じる。このため、
単独エリアとして運用継続は可能と考えられることから、基本的に広域調達可能と整理した。

◼ 一方で、連系線潮流が流入するエリアでは、連系線が分断されることで、エリア内で供給過少となり、周波数が低下
する。周波数が発電機解列に至る周波数まで低下すると、供給支障に至るおそれがあることから、供給支障の有無
をシミュレーション等により確認したうえで、広域調達の可否を判断することとしていた。

出所）第24回需給調整市場検討小委員会（2021年6月23日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_24_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_24_haifu.html


7（参考）ＧＦ機能の概要

出所）第19回需給調整市場検討小委員会（2020年9月29日）資料2-2をもとに作成をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_19_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2020/2020_jukyuchousei_19_haifu.html


8（参考）一次調整力の商品要件

出所）「一次調整力～二次調整力②、複合商品、三次②のルール見直し等に関する市場設計案」に対する意見募集の結果 参考資料をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iken/2021/211110_jukyuchouseisijou.html

https://www.occto.or.jp/iken/2021/211110_jukyuchouseisijou.html
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10一次の広域調達時の検討内容について

◼ 今回、一次の広域調達可否を検討するにあたり、一次全量をエリア外調達とした場合、周波数がどの程度低下する
かをシミュレーションで確認するとともに、周波数の回復および定常状態の維持（単独エリアの運用継続）が可能か
について検討を行った。

周波数の回復および定常状態の維持
（単独エリアの運用継続）【p19】

一次エリア外調達時の周波数低下
【p12~p18】

余力 余力

（ルート断）

Aエリア Bエリア

電源不足状態

ΔkW

kWh

Ｇ1 Ｇ2

ＧＦ ＧＦ
Ｇ1 Ｇ2

Ｇ1 Ｇ2 周波数低下

Ｇ1 Ｇ2

ＧＦ ＧＦ
下げ調整

Aエリア Bエリア

kWh流入時

連系線ルート断時におけるAエリアの周波数応動イメージ

エリア外に一次が存在

エリア内に一次が存在

UFR

連系線ルート断系
統
周
波
数

※連系線潮流は同じ



11（参考）電源脱落時の一次（ＧＦ機能）の役割

出所）第1回需給調整市場検討小委員会（2018年2月23日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2017/2017_jukyuchousei_01_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2017/2017_jukyuchousei_01_haifu.html


12周波数維持限度潮流について

◼ 連系線ルート断時において周波数がどの程度低下するかは、遮断される電力に依存することになる。現状、運用容
量が周波数維持限度潮流で定められている連系線については、連系線ルート断時に周波数低下を1Hz（発電機
解列に至る周波数低下）に抑えるように、連系線の運用容量を設定しており、過去の電源脱落事故等の周波数
低下実績をもとに系統容量の5.2％※としている。

◼ 一方、一次全量をエリア外調達した場合においても、発電機の連鎖脱落による供給支障を回避するためには、連系
線ルート断時に周波数低下が1Hz以内となるよう、連系線潮流を押さえる必要がある。

◼ そこで、まずはシミュレーションにより、一次全量をエリア外調達した際の周波数維持限度潮流の値を確認した。

（周波数特性が負荷特性のみとなった場合）

一次全量
エリア内調達

周波数維持
限度潮流

一次の広域調達に伴う周波数低下限度潮流の変化イメージ

周波数維持
限度潮流

一次全量
エリア外調達

（シミュレーションによる確認）
一次全量をエリア外調達とした場合の
周波数維持限度潮流

周波数維持限度の連系線運用容量
＝一次全量をエリア内調達とした場合の周波数維持限度潮流

系統容量の5.2%

※現在、中西地域では周波数低下による発電機の不要解列により1Hzを下回る可能性があることから、周波数低下限度幅を
0.8Hz（運用容量を系統容量の4.4%）としているが、今回は周波数低下がより大きく不要解列がない従来ケースとして検討



13（参考）供給力脱落時の系統周波数変動量

出所）第24回需給調整市場検討小委員会（2021年6月23日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_24_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_24_haifu.html


14一次広域調達時の周波数維持限度潮流とkW流入可能量について

◼ シミュレーションの結果、一次全量をエリア外調達とした場合の周波数維持限度潮流は系統容量の3.38％となった。
つまり、一次を全量エリア外調達した場合における連系線潮流が系統容量の3.38%以内であれば、連系線ルート
断が発生しても周波数低下は1Hz以内に抑えることができる（発電機の連鎖脱落による供給支障は発生しない）。

◼ また、連系線潮流の上限（kW流入可能量）は、連系線の運用容量とマージンにより決定される。調整力の広域
調達に伴い、エリア外から調整力を確保した場合には、連系線にΔkWマージンを確保することとなり、一次の必要量
が2024年度以降も概ね系統容量の3.0％であることを踏まえると、一次全量をエリア外調達した場合の連系線の
kW流入可能量は2.2%（=5.2%ー3.0%）となる。
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周波数維持限度潮流※

3.38%

ΔkWマージン（3%）

kW流入可能量
2.2%

（参考）運用容量4.4%(0.8Hz)の場合
のkW流入可能量1.4%

負荷特性のみの
周波数低下のライン
（シミュレーションによる）

GF＋負荷特性のみの
周波数低下のライン

※負荷特性3.38%が前提のシミュレーションであり、系統状況が変わった場合には再検討が必要
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[%MW]

kW流入
可能量のライン



15（参考）一次偏在時における連系線潮流（イメージ）

ルート断

Aエリア Bエリア
ΔkW
マージン
(3.0%)

Ｇ1 Ｇ2

ＧＦ ＧＦ

Ｇ1 Ｇ2

周波数低下は1Hz以内

Ｇ1 Ｇ2

ＧＦ ＧＦ

Aエリア Bエリア

Ｇ2Ｇ1

（周波数特性が負荷特性のみとなった場合）

一次全量
エリア内調達

【周波数低下限度潮流とkWh流入可能量のイメージ】

一次ΔkWマージン＝系統容量の3%

一次全量
エリア外調達

kWh流入可能量＝系統容量の2.2%(5.2-3.0)

連系線運用容量＝系統容量の5.2%
（一次全量エリア内調達とした場合の周波数維持限度潮流）

一次全量をエリア外調達とした場合の周波数維持限度潮流＝系統量容量の3.38%

※運用容量が系統容量の4.4%の場合は系統容量の1.4%（4.4-3.0）

発電機の並列はあるが、
上げ余力はなし

kWh
(2.2%)



16（参考）周波数維持限度潮流のシミュレーション結果

出所）2022年度第1回運用容量検討会（2022年5月13日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/unyouyouryou/2022/unyouyouryou_2022_1_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/unyouyouryou/2022/unyouyouryou_2022_1_haifu.html


17（参考）一次の必要量（試算値）

出所）第14回需給調整市場小委員会（2019年11月5日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_14_haifu.html


18連系線潮流がkW流入可能量である時の周波数低下シミュレーション結果について

◼ 一次全量をエリア外調達した場合の連系線のkW流入可能量（系統容量の2.2%）は、周波数維持限度潮流
（系統容量の3.38%）より小さいため、一次全量をエリア外調達したとしても、周波数低下は1Hz以内に抑える
ことができる（発電機の連鎖脱落による供給支障は発生しない）と考えられるところ。

◼ 一方で、供給支障による社会的影響は大きいことから、一次全量をエリア外調達かつ連系線にkW流入可能量の
潮流が流れている場合におけるルート断時の周波数低下についても、シミュレーションを行った。

◼ シミュレーション結果としては、周波数低下は最大でも0.66Hzとなり、1Hz以内に収まっているため、発電機の連鎖
脱落による供給支障に至らないことを確認した。

【周波数低下シミュレーション結果】

出所）2022年度第1回運用容量検討会（2022年5月13日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/unyouyouryou/2022/unyouyouryou_2022_1_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/unyouyouryou/2022/unyouyouryou_2022_1_haifu.html


19単独エリアの運用継続について

◼ 前述の通り、一次全量をエリア外調達とした場合において、kW流入可能量は周波数維持限度潮流以内となること
から、ルート断直後において連系線潮流が流入していた単独エリアの周波数低下は、1Hz以内に抑えることができる
（発電機の連鎖脱落による供給支障は発生しない）。

◼ 一方で、ルート断発生後、単独エリアでは、周波数を定常状態に戻すために、エリア内の調整機能を有する電源の
出力を増加させることになるが、エリア内に調整機能を有する電源が並列されてなければ、単独エリアの運用継続は
困難になる。

◼ この点については、一次の市場取引開始当初である2024年度においては、容量市場の約定結果から、各エリアに
調整機能を有する電源が存在していること、また、2024年度から当面は二次①が広域運用できずエリア内調達と
なることを踏まえると、エリア内には一定程度調整機能を有する電源が存在していると考えられる。

◼ そのため、ルート断後は並列された電源の余力の範囲、または余力活用契約に伴う緊急時の追加並列などにより
単独エリアでの運用継続は可能と考えられることから、交流１ルート連系エリアにおいても、2024年度から一次の
広域調達を導入することとしてはどうか。

◼ なお、将来的に、エリア内に調整機能を有する電源が存在していても余力がないことが予見される場合は、一次の
一部をエリア内調達とするなど検討してはどうか。

ルート断

Aエリア Bエリア

ΔkW

kWh

Ｇ1 Ｇ2

ＧＦ ＧＦ

Ｇ1 Ｇ2

周波数低下

Ｇ1 Ｇ2

ＧＦ ＧＦ

Aエリア Bエリア

余力

Ｇ2Ｇ1

余力活用等により上げ調整



20（参考）2024年度向け容量市場における調整機能あり電源の約定結果

出所）第27回容量市場の在り方等に関する検討会（2020年9月28日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/youryou/kentoukai/2020/youryou_kentoukai_haihu27.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/youryou/kentoukai/2020/youryou_kentoukai_haihu27.html


21（参考）2025年度向け容量市場における調整機能あり電源の約定結果

出所）第35回容量市場の在り方等に関する検討会（2021年12月24日）資料3-1
https://www.occto.or.jp/iinkai/youryou/kentoukai/2021/youryou_kentoukai_haihu35.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/youryou/kentoukai/2021/youryou_kentoukai_haihu35.html


22（参考）二次①の広域調達時期

出所）第57回制度検討作業部会（2021年9月24日）資料5
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/057_05_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/057_05_00.pdf


23（参考）余力活用に求める用途（緊急時の追加起動）

出所）第11回需給調整市場検討小委員会（2019年4月25日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_11_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/2019_jukyuchousei_11_haifu.html
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25まとめ

◼ 周波数シミュレーションにより、一次偏在時にも連系線ルート断が発生した場合の周波数低下に伴う発電機の連鎖
脱落による供給支障が発生しないこと、また、単独エリアでの運用継続が可能であることから、一次市場取引が開始
される2024年度から、交流連系されているエリアにおいて、一次の広域調達を開始することとしてはどうか。

◼ また、将来的に、エリア内に調整機能を有する電源が存在していても余力がないことが予見される場合は、一次の
一部をエリア内調達とするなど検討してはどうか。

エリア内調達

北海道

広域運用

広域運用

広域調達
（今回、シミュレーションにより確認）

東京 東北

広域調達

関西

九州 四国

中国 中部

北陸

【周波数シミュレーション結果を踏まえた一次の広域調達エリア】

60Hz系統 50Hz系統


